
 
 

 

 

フォローアップ結果 

評点区分：順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ 学術研究推進機構は、その内部の学術研究推進本部と連携創造本部との関係も含め、ガバナンス

体制がシンプルであり、推進体制の強化が図られている。大学の強みと弱みの分析に基づく各種の

取組や特色としているバランスのとれた文系と理系の一層のレベルアップについての取組も順調

に進んでいることが確認された。 

 

○ 学長のリーダーシップの下、「神戸大学ビジョン 2015」の達成に向け、 URA を含めて努力が認め

られる。 

特に優れた点 

○ 文理融合型の科学技術イノベーション研究科の設置計画、各種の先端融合プロジェクトの発足

は、大学の強みをより強化する取組として今後の発展と成果を期待したい。 

 

期待する点 

○ 文理融合を一つの特色とする中で、自主財源による URA を含めて、文系の人材も必要と思われ、

それを考慮した今後の対応と URA のキャリアパス等の人事制度面の早急な制度制定が望まれる。 

 

○ テニュアトラック教員及び外国人教員の採用については、更なる取組の加速を期待したい。 
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